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クラフト絵本の研究-共に生きることのできる社会の実現のた
めに、読者の特性を踏まえた絵本の制作や提供方法を考える-

目的・概要 本研究では、少数の読者にむけて素材や印刷およびしかけに工夫を凝らし小ロット
でつくられる絵本を、「クラフト絵本」と定義した。印刷技術の向上とデジタル技
術の発達により無数の複製が可能となった現代において、絵本の形態と体験を問い
直すため、クラフト絵本について探究した。体験の探究にあたっては、手作りでし
かけに工夫があるという共通点がある、障害のある子どもを対象とした「ぬののえ
ほん」の提供方法を参考にした。

期間 令和2年4月1日～令和5年3月31日

研究担当者 文化政策学部　文化政策学科　教授　林　左和子（研究代表者）
デザイン学部　デザイン学科　教授　かわ　こうせい　
 
 
 
 

スケジュール 令和2年4月～3年9月 絵本の構成、素材、しかけ、印刷製本方法について
調査検討

令和4年3月～5年3月 ぬののえほんを所蔵あるいは展示会を開催している
図書館を訪問し、利用者の反応を調査

令和3年9月～5年3月 しかけ絵本の試作
令和5年2月 絵本フォーラム「しかけ絵本のいま」を開催
令和5年3月 「世界のバリアフリー絵本展」を開催し、しかけ絵

本『すきとおる』(かわこうせい作)とぬののえほんを
展示    

研究成果 　クラフト絵本の試作と展示を通して、絵本の形態と体験についての検討を行っ
た。絵本の形態については、しかけ絵本を「素材」「加工」「印刷」「表現」とい
う４つの観点から分類・調査し、実験をとおして必要な手法を整理・検証した上
で、試作に取り組んだ。この過程で、しかけ絵本の基本的なしかけ80点を選定・制
作し、実物と動画アーカイブが、授業等の教育に活用されている。また、本学にて
絵本フォーラム「しかけ絵本のいま」を開催し、研究の一端を学内外に広く発信し
た。絵本の試作にあたっては、オンデマンド印刷環境で苦手とされる特殊な素材や
印刷加工法を随所に活用し、技術的な挑戦を重ねた。制作した試作品を浜松市立中
央図書館で展示し一般公開した。
　絵本の体験(提供)については、ぬののえほんの公共図書館での排架や展示会での
調査を行った結果、展示しているだけでは、その特徴が理解されないこと、実演な
どを通して作品の良さを知ってもらう機会をつくることが重要であることがわかっ
た。また、長く楽しんでもらうためには、修理のしやすさを考えておくことが必要
でありそのためには、制作に使用した素材や方法の記録は必須であることも明らか
となった。

今後の研究成果の
還元方法

　2023年6月に、第26回絵本学会大会において、本研究の成果の一部を発表し
た(「図書館における布の絵本の提供について」)。今後は、ぬののえほんの質のさ
らなる向上のために図書館員に対して働きかけていくことも考えたい。
　また、デザイン学部3年生の科目「領域専門演習」にしかけ絵本の制作課題を組
み込み、成果物の絵本を本学オープンキャンパスにて展示し、高校生や保護者など
来場者に広く公開した。成果の一部は絵本学会大会でも展示発表し、専門家を含む
多くの絵本研究者からのフィードバックを得た。今後も、しかけ絵本の制作検討過
程で得られた知見を、本学の教育に還元するとともに社会へと発信していく。
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